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なされるようになった.(Ishio， 1964; Alabaster， ]， S， and Abram， F. S. H. 1964; Sprague， 
J， B.， Elson， P. F. and Saunders， R. L. 1964; Beak， T. W. 1964; Fujiya， M. 196'1; Aub巴rt，

































通ると間もなく!l1fJ!I fこ合流し， 北西に流れて約 1kmで，最上川本流に合流している.





野J!I，荷口川の魚類としては，サケの他には，ニジマス，Salmo gainleri f. irideus 
(GIBBONS)，ワグイ ，Tl'ibo!odon !ta!wllellsis halwllensis (GUNTHER)，アブラハヤ Moroco
steindachneri steilldachneri (SAUVAGE)，オイカワ，Zaccoρlatyρus TEMMINCH et SCHL-
EGEL)コイ ，Cyt1'I1UtS ca1tio LINNAEUS，キ ンブナ， Cω'Clssiusburgeri btrgeri (TEM-
MINCK et SCHLEGEL)が多く見られ，ナマズ，Parasilurus asotus (LINNAEUS)，ウナギ，
Anguilla jaρonica TEMMINCK et SCHLEGEL，タナゴ，Acheilognathus 11101旬IweJORDAN 














第1図のAは，ふ化実験室で， 巾70cm，長さ150cm，深さLlOcm のふ化槽 3簡が並んで
いる.このふ化槽の端に堀抜井戸から汲み上げた71くが流入するよう，夫々蛇口がある.
ふ化槽の水は，合同された巾 40cm の樋を通って，屋外の飼育槽Bにはいる.この飼育

































サケの産卵ふ化は，稲葉氏 (19 61) によれば 9 月から 1 月で，水滋 8~90C が将通ら
しく ， 宮地，川那， 水野氏 (1963) によれば， 根室で 9~11月 ， 新潟で10~12月 でïk ìMは







(1 ) 水 質について
東根養魚場のコンクリ トー工事が完成したのは 5月16日で，その後，掘抜井戸からポ
ンフ・揚水をして，ふ化槽から水を流し続けた.そして，なるべく早く，コ ンク リート灰を
流すよ うにした.そして，約2カ月後 7月22日に，水質を検べてみると，第 1表の通り
であった.
第1表を見ると，掘抜井戸からの水道水は，pH=6.4であるが，飼育池では 7.2になっ
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そして 9月10日に，この水で，魚類を飼育してみた.





ふ化槽水混 18.00C，pH 6.5 (室温 27SC)
飼育槽 pH 6.75 











浄化槽の生物群集は，Carchesium， Op巴rcularia，Epistylis， Vorticela， Amo巴ba，Arcela， 
Bodo， Oil王omonas，Osci1latoria， Rotifel司 Nematoda等(中島， 1959)で Navicula等の
ケイソウ類も多い. こうした生物によって浄化された液は， クローノレで殺菌消毒され，河
川に放流される.この最終の被を衛生処理場では，放流水とよんでいる.
以上の処理を経た脱離液は，一例では B.O.D. にして 330ppm~1301 ppm 位で，放流水












容積 11のピー カ-4簡に，夫々 500ccの掴抜弁戸水を入れ，夫 次々のよう な割合で，
脱離液を混合した.
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354 山 Jr~ 大 学紀 要 (炭~T:) 第 5巻第 3 号
ピーカ No.1 No.2 No.3 No.4 
水 (c) 500 500 500 500 
脱離液(c) 100 50 10 5 
脱離液濃度 20% 10% 5% 1% 












10月25日 '"L:H'，.，1-~t.T:d..J- '1' 
(15日後 更に増殖する i 更に増殖 ! 次第に増殖
No. " 
言葉類少しliD克
10月29日 I Iまに一面噌殖 l 底に一雨J語殖 I ~築1ifíの Colony で|務類の Colo川 I!-'
(山ω i献のは澱発生水緑色半透明) I き る(水釧し出現 (7)， jきí~)í































て，この北方約 lkm離れて押切川が流れている.押切川は， 西北tこ流れて， 乱)1と合流
し最上川に注いでいる.この押切川に高木採捕場がある.
こ の辺の川は，巾約 2m， 水深 30~ .35cm 位，底は砂隣地で，砂牒は最大， 直径 10cm














75cm位， 短径60cm位， 深さは砂際面から35cm位である.(第2図 d，e) 
又，サケが，棚上してくるのは 9月下旬から12月下旬にかけてが多い由である.又，
棚上は， 昼間も行なわれるが， 多く は夜間で， しかも雨降後などで，水が濁った時の方が
b 
巴
第 2 図 サケ親:~採 j甫場










A.全長.B. (本長 C.~員長 . D. (本高.a.胸ピνb.背ピレ，
c.アブラピレ.c1. J復ピレ.e.尻ピレ.f尾ビレ.g. ~草孔
第 3表の中で，鱗の輪数が 3となっている場合は 4年魚になるわけである.この表
を見てわかることは，同年魚では， ♀よりも， 合が小Jf~であり ，胸ピレ，尻ビ レの 11:さは
合よりも♀の方が良く発達しているし，アブラビレは， ♀よりも合の方が発達しているよ
うである.このことは，次の第4表を見ても知られることである.
尚， 第 3表 No.lの個体で鼻孔を測定したが，この形は，第3図に見られる通 りであ
る.そして，鼻孔は前後 2室に分れ，普通は，前方の孔は膜で閉じられている.孔の大き
さは，前方は縦の長さ 4.5mm であるのに対し，後方のものは，長さ 6.5mmで明らかに
大きい.
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歯の長さは，上顎の歯は最大のもので長さ1.5mmであるが，下顎の最大の歯の長さは
1!.5mmで， はるかに大きい. しかし合の歯は， ♀の歯よりも目立って大きく，例えば全長























この残留卵は， 全部で 103gr であったが，この中の卵 100粒の重量は 19.45grであっ
第4表 サケの体内卵数の測定
{待側本 全(cm長) 体(cm長flf本(cm高) ま体(卵っ重をfこ2 し
t のもの)i会
(L差{g) 問|拡~ 1麟輸数127
1 71.5 66.5 14.8 4.25 
2 71.4 66.8 15.2 4.25 
3 71.0 63.4 13，8 3.401 
4 66.4 62，8 13.5 3.55 





































個体 No.5……左側精巣 40.5g，右側精巣 29.0g(計 69.5g)
個体 No.7・…・・左側精巣 1l.2g，右側精巣 9.6g (計 20.8g)
即ち， 精巣の総重量は，体重の '!~4.3'10位であるが，精巣の大きさは， アユ等に見られ
るように，左右で，その大きさが違っている.サケの卵数及び卵巣の重量が，体の左右で











サケ OllcorhyllcllllsIwla (WALBAUM)の卯および行稚魚の発育に関する研究一一阿部 359 
高木ふ化場で採卵したサケ卵は， 11月初日午前8時に受精させ，前記の通り 1時間放置
した. この卵の中 600粒をもらって，濡れたガーゼに包み，更にビニーノレ袋に入れ， 自動
車で東根養魚場に運んだ.
















次に，II容積のビーカー 5箇用意し，各々に掘抜井戸水 500ccを注入し， ビーカ-No.1
から No.5までに，脱離液を夫々 3cc，2cc， 1cc， 0.5ccと注入し，その中に，サケ卵10粒
ずつを入れ，死卵のt/j現状態を検べた.この方は， 15白開放置したが， その聞で，死卵が





No. 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 271 1 
No. 2 1 :3 1 1 1 0 1 1 1 0 1 230 1 
No. 3 il 2 1 0 1 0 1 0 1 • 0 1 138 1 




粒を， 12月3日に東根養魚場のふ化室に移した.そして，大体 3等分してふ化槽 No.1，
No.2および No.3の庄内式ふ化盆夫々 2枚ずつに入れた.
































































卵したもの 16，000粒，11月17日10，000粒， 21日4000粒，22日10，000粒， 24日14，000粒，合
計60，000粒である.












11月14日 01010月)16円 11月17日、検卵長沢?をE111月14日 01010j) j16日 11月17日(6，000) (12，000) (4，000) I (10，000) (6，000) (12，000) (4，000) I (10，000) 
No.1 No. 1 I No. 2 I No.1 No.1 防 1I No. 2 I No. 1 
11月15日 440 12月 4日 7 26 14 11 
16 92 6 53 50 14 8 
17 4 742 117 7 4 16 5 4 
18 5 21 8 389 9 5 4 8 1 
19 。 15 3 7 12 ネ1 3ド14 *13 ド2
22 191 145 11 ，n 14 12 10 5 1 
24 66 100 31 18 16 9 5 5 
25 54 71 12 17 20 4 • 12 6 7 
26 13 59 24 15 23 2 5 5 3 
28 14 21 28 20 25 。 46 2 3 
29 27 19 216 20 27 3 6 4 2 
12月 1 9 121 52 11 29 3 6 4 2 
3 8 34 14 ι15 Ul 5 9 49 4 17 
* 12月12日発1良卯になる 11V11AAル21(2す)
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サケ卵は，普通 r8~90C ならば発眼まで約30 日，ふ化まで約60 日 J といわれている・(稲
葉， 1961)つま り，サケ卵は卵膜内で，分裂を進め，魚体が次第に形作られ，眼が現われ
た時期のものを発眼卵といっているが，この頃は，卵膜が最も肥厚する時期で，色も13摘
してくるので卵膜内の様子は，あまり判然とはわからない.Nikolsky， G. V. and Soin， S.
G (1954)はサケとカラフトマス，Oncol'hync1ms gOl'buschα(WALBAUM) の発育過程にお
ける卵膜の硬さ (resistanc巴)の変化について記載しているが，サケについては，受精前は
100g，受精後 2 時間は 700g，桑実期後期は 3.3~4kg，心臓捧苦手J開始期は 4~5kg，ふ化 5 ~I 

























状態である.(水温 グ~l1OCの日が多く 2 日ほど 70C になる .)放流水を流した水槽中の卯








れて， 1英がi溶角平されるためである.(Zotin， 1954) 












































5 ~ I 100 
9 183 








3 57 31 
ふ化完了
，1. 12)-j201:1 I 1Qに つつつ 11<: 川 以降 山 ω | ム~U
12)1 3 n以降 400I 1530 I 317 総計 "-tuv I | 
第10}< j来9/'1から発|限およびふ化までのIH& ( 1966~'67) 
1* 9~1~1~竺竺恒出l出巴F-1 1 1巳生虫1 1竺日凶副也匝
l1J二]141.:1 No.3 .l2月16日 90!'b 100，96' 1005'百 100，96 100% 24日 56日
16 No.1 λY 80 90 100 100 100 24 56 
17 No.3 ノ/ ¥)0 100 100 100 25 55 
21 No.2 12月231] 50 100 27 60 
22 No.2 必Y 50 100 26 59 
2，1 No.1 。 :;0 100 2ι} 57 
一一一← 一一一一ー一一 一一一一 一














即ち，第11表を見ると， I隣嚢の長さは， ふ化直後は，少し丸みをも っているが，その後
第1表 サケ仔稚魚、の大きさと蹄
護の大きさとの関係
全 長1体 長隅議長H全長|体長個察長(mm) I (mm) I (m)I rnm) I (mm) I一(品出)
16.0 1.0 11.0 20.0 12.5 
16.0 1.0 10.5 22.0 20.0 12.0 
17.0 1.0 11.0 24.0 21.0 10.5 
18.0 1.0 11.5 27.0 23.0 9.0 
18.0 1.0 10.5 33.0 29.0 7.5 










150 10 20 』30 
第12表 サケ仔稚魚の生長 (水温 8~9.C)
I > .1t.-11<.1全長 I)> I t.- .{~~. 九 f|ふ化後11i;，-，I-;'"'"lIo F1 01ふ化品 I~l :~1l . /:~ 
l則定月日|の日数lF勾Ilif定月日|の日誌1¥平均I V/ H，，^ I (町工り IV/ H"'.~; J~~lL 
当日 17.1 2月13日 ，18. 33.0 
1月 91:1 5 22.3 21 tj6i :14.3 
21 16 27.4 3月 9 61j 36.0 
30 25 28.0 22 




40 50 60 70 80 
ふ化後の H数
第6図 サケ仔稚魚の生長曲線 (水湖 8・~9.C)
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に，腹部左右の皮膚が接合して， 傷口のよう なスリッ トもわからな くなる.








































A : )'1 = 29.2xO•66 




lh1rnF|~重 1い 引 (，1ω 
1 
15 0.170 29 0.295 
16 0.180 30 ().~OO 
17 0.197 31 0.322 
18 0.200 32 0.~6 Il 
20 0.225 33 0.:l9G 
2.0 21 0.230 34 0.'180 
1.0 1.5 








この結果は，第9図に見られるように，分化は， A， B， C， D の順に進むことがわかっ
た.

























第9図 サケ仔税魚のヒレの分化 s 
A:全長 18.0mm，B:全長 23.0mm. C:全長 24.0mm. D:全長 27.0mm
XH 仔稚魚の行動の変化
ふ化直後の仔稚魚は，まだ泳ぐ力はなく，底に横になって休息する.そして，時々，体
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2月21日
刊・'}， "'.1ド ミ占








































Dは，体長 33~35mm 程になり ， 群は赤い卵黄殆んど見えなくなり ， 一体に黒く見え
る.底に静止しているものもいるが，浮いて泳ぎ廻るものが多く，これは，上流に向いて
いる.しかし， 全般的に横向が目立ってくる.
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日:9目4'C，b: 9.0・C，c: 10.5'C， d: 11.0・C，e:ll.5・c
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を 5匹ずつ川水(ふ化槽 No.lの水)， 川水
と放流水と半々に混じたもの及び，放流水そ
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泳いでいたが，放流水 ~II のも の
は殆んど討くがず， 器の1ftに1甘?止






















水i印体| 1 2 I 3 I ，> I 5 6 1 7 I 8 I 9 I 10 I '1乙 均
5.5'C 48 49 49 49 49 I-- ~:-I- 開 48. 8
7.0'C 54 55 55 55 55 57 I 57 I 58 I 58 ! 58 . 56.2 
8.5'C 58 60 61 61 61 61 I 61 I ~: I ~~ I ~ ， I I 61.1 
9.3'C 60 61 63 64 64 67 I 67 I 67 I 67 I 72. G5.2 
10.3'C 63 64 66 67 67 69 69 69 69 70 67.3 
11.0'C 63 63 64 69 69 70 73 68.4 
13.0'C 58 60 60 61 63 63 64 66 70 64.0 
14.0'C 60 60 61 63 64 66 66 67 6¥) 6:1.7 
14.7'C 64 66 67 67 67 70 72 75 75 76 69.9 
15.0'C 66 67 67 59 70 70 72 73 73 70.2 








5.0 10.0 15.0 
iR 皮 ('c)
第13図 サケ仔稚魚の飽呼吸数(30sec)と温度との関係























下¥個体いい I3 I 4い|平均
7.0'C 38 38 38 39 40 38.6 
8.0'C 43 44 45 45 46 44.6 
8.8'C 43 45 '16 46 48 45.6 
9SC '18 49 '19 51 52 49.8 
10.3'C 48 49 51 51 52 50.2 
11.3'C 54 54 55 57 57 υFυ5.ハU 
12.0'C 57 60 60 60 61 59.6 
12.7'C 60 60 61 61 63 61.0 
13.6'C 60 63 63 63 64 62.6 
13.9'C 63 63 64 64 66 64.0 
14SC 63 64 6'1 67 70 65.6 
15.0'C 63 64 66 70 70 66.6 
15.6'C 64 67 67 69 72 68.2 
16.3'C 66 66 67 69 69 67.4 
5.50C 37 37 38 40 40 38.4 







稚魚は，室温が低く夜間は 2~3'C になるので，発育が遅れていた.この 5 個体の全長



























次に心臓の鼓動数を測定しよ うと したが，全長が 60卜
30mm以上になった仔ー稚魚は，鯨部附近の色素が多く o 0 
なるので，外部から心臓を見ることはできなくなる 50ト 。
この時期の前に測定した数例のみを示すと，第15図 00 量2









槽 No.2で飼育したものとを， 一緒に示しである. 第
四図を見ると，前記のように，放流水注入槽で育った
仔稚魚の偲呼吸数は，淡水中で育ったものより少なく











サケ仔稚魚の奇形については， J~lij井卓先生 (1937) の奇形双生児の研究があり，この奇
602 














































































類は， 水 11 あたり 7~8cc の溶存酸素量で生活でき，多 くのコイ科魚類は，水 11 あた
りの溶存酸素量が 3ccにまで低下するところで，容易に堪える・d亀井訳)又，サケ卵の酸
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は，ふ化槽 1箇に流入する水量は 501/minで，酸素の供給量から見ると 1分間'14cc1時

























名 |発生量| 種 名 |発生量
Etistylis Sp. 1 c. c 1 Flagel1ata 3spp. 1 c 
Coltoda sp. 1 + 1 Arcella (穀 1 c 
Loxotlt)向 1Jlsp. 1 + 1 Copepoda (脱殻)1 c 
Para1l/acciuIJl sp. 1 + 1 Bacteria 1 c. c 
51)向的'c!liasp. 1 + 1藍藻類の 1種 | 十
Nematoda + 
で，散布滅床の生物が，汚泥粉末と一緒に流出されたものと思われる.この散布u意床の生







まず500cc容積の ビ カー---5箇を用意し， No.1には放流水 100%，No. 2には50%，
No.3には25%，No. '1には 12.5%の割合で混合し， No.5は真水だけとしp 夫々 200cc
を入れ， これに，サケ卵 (12月4日採卵したもの)10粒ずつを入れた. そして，その後の
状態を観察したが，この結果は第18表の通りである.
第18表を見ると，放流水 100%の中でも，サケ卯は， 38日間は全部生存しており，発育











水は交換していた.それで， No. 1， No. 2， No. 3においてはs 放流水が混じられているの
で，酸素が割合少なくなることが考えられる.そこで，更に次の実験を行なってみた.
即ち，ポリエチレン製パットを使用して， No.1には放流水 100%，No.2には;:;0%，
No.3には 0%の液，夫々 21を入れ，各々に発眼卵5粒ずつを入れた.その後 3日毎
位に，液を交換した.尚，このパットは，ふ化槽に浮かし，なるべく水温の変化，低下を
防ぐよう にした.この結果は，第19表の通りである.
第19表に見られるように 1月11日頃， 各ノξットともふ化したが，その後 1月30日ま
では，各ノξット中の仔稚魚とも生存していた.ただP 線、呼吸数の項で既に記したように，
鯨呼吸数は，放流水中の仔稚魚は，淡水中のものに比べて少なく，運動もあまり活発では
第18表 積 の々濃度の放流水中におけるサケ!ii1の発育状態 (12月4日係卯)
達志 No.l No.2 No.3 No.4 No.5 月 日 一 一100% 50% 25% 12.5% U /OO 〆
ーー一一
max ロl1n
12月 7 日 1 1.6'~6.0'C 10 10 10 10 10 
18日 11.0'~6.0・c 10 10 10 10 10 
29日 8.0'~5.2'C 10 9 10 10 1 (死卯) 1 (9c9Jj) 
1月 5 日 9.0'~0.6'C 10 10 (死卯) 10 10 。
11日 7.4'~0.8'C 10 (発限) 。 10 10 (発H艮) 9 (発lun
19日 9.5'~0.4'C 6 10 (発限) 9 (グ) 9 (グ)
2 月 2 日 12.5' ~4.5'C 。 10 9 (か) 9 ( " ) 
11日 12 . 6'~2.8・c 3(7死卯) 9 (か) 9 (グ)
12日 1(9?E卯) 9 (グ) 9 ( " ) 
13日 0(10死卯) 9 ¥ " ) 
15日 7発 9 (グ)
16日 6発 9 ( " )






23日 12.5'~ 1.4'C 8 (グ) 9 (ふ化)
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1 )'j 7日 l 発快卯 5 I グ 5 I グ 5 

















3SC I C.O. D. I 5.64(ppm) 
l1SC I B.O. D. I 20.84 (ρ) 
微類黄蛋白石油 |アルブミノイド窒素I12.57 (ノ)
微下水臭 |アンモニア性釜素 I6.86 (グ)
13.5 I i庖素イオン I 30.50 (グ)











項目¥t:J>FJf 1鰍井戸 |飼育池|荷口川 1 項目¥場所|捌友井戸 |飼育池 |荷口 )1
マンガン 1.10(pp:n)法 度 5 (度) 4 (度) 1 (度) 0.58(ppm) 0.06(ppm) 
臭 |床異臭味あり 異臭i沫あり 異臭味あり 忠告 硬 !金 181.6 (ρ) 129.5 (グ) 49.2 (グ)
水素イオン濃度 pH 6.0 pH 7.3 pH 6.6 蒸発残留物 '159.0 (グ) 307.5 (グ) 107.5 (グ)
アンモユ7i生窒素 3.4(ppm) 1必 (ppm)tv山せず i羽 検出せず 検出せず 検出せず
亜硝酸性窒素 0.13 (グ) 0.40 (グ) 0.125(ppm 亜 鉛 検出せず 検出せず 検出せず
lir4酸性 窒素 1以下 2以下 1以下 導 電 ヰド 575(μvjcm) 500(μvjcm) 143(μvjcm 
塩素 イオ γ 120.6 (グ) 74.5 (//) 11.35 (グ) アルカリ度 96 88 26 
i位マソガシ童酸 7.90 (グ) 8.53 (グ) 5.00 (グ) 硫般イオン 43刈ppm)131.7汐dt(，p且陀pEm)1lI 15.4(ppm) カリウム消費
鉄 0.48 (グ) 。目40(11) 0.34 (ρ) 浮遊物質絢多量約 少量
山形県衛生研究所水質試験成績
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ったためか，川底の泥が少しずつ水に混って きた.従って，ふ化槽の底には， 2~3 F1くら















¥1頁百下c.0， D， I C11 ;J-;/ 1 "U 1 1 消賀量
当直¥ I (ppm) | 盟主し|ーと二 J~旦し
荷f Iコ )111 0，8 1 8，86 1 6，83 1 1.27 














:;J，は， C.O，D= 258.0 (ppm)にな-)
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て」‘るが，こんなに濃厚な 日
















f采j甫年 採 j甫 ♀の中魚採 j甫 したもの ふ化卵数♀ の老 o 
昭和32年 15 20 35 5 5 10，000 
33 35 25 40 75 10 10 20，000 
34 25 18 30 55 7 7 21.000 
35 20 15 20 40 5 5 12.000 
36 31 21 40 71 10 10 25，000 
37 30 10 50 80 20 25 60，00 
38 36 6 88 124 30 40 101，500 
39 50 10 50 100 40 50 120，500 
40 39 9 113 152 30 40 114，000 





らった.間ふ化場の模力蔵氏の話によると，採捕場のある野川には， 30~40年前は 1 月
を最盛期(これを， 一月川，又は寒川といった)にして， 1000本以上 のサケが湖ってき
た. しかし，当時は，採卵ふ化事業などは行なわないし，卵も食用に供した.それで，サケ
は次第に少くなり，戦時中の乱獲もあって，11年前頃は，野川には，サケは殆んど湖って




















いる.“Throughthe experiments of reaction tests of fishes to OH， NHρH， CuCl2 and 
H2C03， W巴 candetermine that fish ar巴 alwaysattracted in water with lowcr eoncen' 
trations of carbonic acid. Therefore， the attractive action of those toxicanls i~ attributablc 
to the action of lowering the conc巴ntrationof carbonic acid.ヘ又， Alabasl巴rand Abram 
(1964)は使用水中の溶存酸素の重要性に注目し次のよ うに言っている.
"A continual flow of well-aerated fresh solution can maintain an adcquat巴 lcvelof 
dissolved oxygen and will automatically prevent a rise in conc巴ntrationof rcspircd carlぬn
dioxide and of excreted ammonia and also app巴arsto be ampl巴 tooffset ally effcct fish 
might hav巴 onth巴 toxicityof the solution." 
Sprague， Elson and Saunders (1964) は，カナダの NorthwestMiramichi Riverで，
大西洋サケ (Atlanticsalmon， Salmo sal(tT L.)が，湖上する数を調査LJこ.そして，上
流部に銅と鉛の鉱山が採掘され，廃液を流すようになると，サケは，毒性をさけて下降す
る数が多くなったが，この様子を図示している.彼等は更にこうのべている.“Salmon 
parr in the laboratory avoided less than one t巴nthof incipient lethal levcls (ILL). 
Mixtures showed mod巴stpotentiation in causing avoidance. Avoidanc巴 thresholdswere 
0.09ILL of zinc， 0.05ILL of copper， or 0.02 ILL of equitoxic copper-zillc mixtures， 
add巴dto th巴巴xp巴rimentalwater. Avoidanc巴thresholdswere higher in nalurc， abnormal 
downstream movements past th巴 counting-fenceoccurring when pollution巴Xじeeded0.:~5-
0.43ILL. 
Y oung salmon populations were severely depress巴devery year in th巴pollutcdMiramichi. 
Low supply of eggs and poor survival rates wer巴bothcontributory caus巴s.Lcthal υr near-
lethal p巴riodsof pollution occurred most years， whereas young salmon 1Il1lst liv巴 suc'
cessfully in the river for three successive years."しかし，このサケも，都;1万:Uくの部分は
避けることなく， 川を湖上している.
犬飼・岡田・井上 (1960) は，都市し尿処理脱離液の魚卵，稚魚に及ぼ -J .Ji~斡について
研究し，次のような結論を出している.rサケ卵に及ぼす有害濃度(脱離液の)は発1日前月l























川はし尿， 司厨廃水の流入を受け有機物が多く， 下流部においてもD.O.の減少， B.O.D.， 
lち05，NH3-N等の増大が認め られ，特にB.O.Dは水質汚濁限界の 5ppmを超えた状態に
あるが，千歳川に及ぼす影響は顕著でない・1といっている.








又，放流水等媒体の成分が，魚体内に入ることについては，吉井 ・渡部 ・岡図 (1955)
が p32，S35， Ca45， St89 を使用して実験している. そして，鯛や皮膚を通して， 直接水か
ら，魚の組織内に透入することを明らかにしている.
ニコノレスキー (1963) によると，r7Jえのなかに一定の無機塩類が存在することで，魚類は





10mg/lまで高まる場合には， チョ ウザ、メのー 穏 Aciρensergulclenstadti BRANDT の
稚魚の生長は，著しく促進される.しかし，燐の濃度が更に高まると，この稚魚の生長促
進は，もはや，みられなくなった・J



















もの (C.O.D12~ 13) は，少し発育が遅れた.
7. 発D~卵およびP 仔稚魚の形態について記し，特にヒレの分化過程についてのべた.
ヒレの中最も早く完成するのは胸ピレで，最もおそいのはアブラピレである.
8. サケ仔稚魚の生長測定を行なった.体長 (y，inmm)とふ化後の日数 (x)とのH6に






11. 鯛呼吸数は，温度によ って相違するが，全長28~32mm 位の個体では，誌rU主係数は
Qlo= 1.91 位である.しかし， 全長36~38mm 位の個体では 1rc 位までは，阿保である
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Summary 
1. Hatching and culturing Station is newly bui1t by the side of the Nikuchi-rivcr， 
a 1】ranchstream of the Mogami-river， Higashine， Yamagata Pref巴cture.And stuuies on 
culturing of egg and embryo of chun salmon have b巴endon巴 from1963 to April of 
1967. 
2. The water used in the exp巴rimentwas pumped up from the well which was 
digged in the neighbourhood of the Station. Contents of dissolved oxygen of thc watcr 
is about 0.78 cC/1， but when water is poured into the hatching pool 'ilt the ratc of 50 
cc/min.， we cannot find out any bad influence upon the development of egg and cmbryo 
of the salmon. 
3. The salmons migrate to the Nikuchi-river district from October to January， 
and burry th巴irspawn in th巴 shigleof the river. 
4. Eggs used in the experim巴ntwere ferti1ized a:rtificially and cultured in the 
hatching pool， and examined the influenc巴 ofsup巴rnatantliquor of night-soil digestioll 
and it b巴comesclear that wh巴nlitle amont (C. O. D.， 0.88 ppm) of sup巴rnatantliquor is 
poured， the dev巴lopmentof the egg is accel巴rated，but when larger amount of supernatant 
liquor is poured to the density of 11 to 12 ppm. in C. O. D.， the development of the 巴回
is delay巴d.
5. The growth rate of the embryo of the chun salmon is represented by a formula 
Y=17.0XO.18， wh巴reY r巴presentsbody length in mm and X represents days after halching. 
6. Growth in body weight is different according to the stage of embryo， ancl it 
is represented by a formula Y = 29.2 XO.66 in the younger embryo with yolk-sac， and it 
is represented by a formu1a Y=0.00317X4.1 in th巴 embryoafter absorption of thc yolk， 
where X represents body length in mm and Y represents body weight in mgs. 
7. Number of operculation is increasing according to the growth of body length， 
and th巴 rateof increase of number of operculation is about 50% in proportion lo the 
growth of 10 mm in body length. 
8. Temperature coefficient， QJO of the embryo is about 1.9 in the smaller emhryo 
with body length of， 28 to 32 mm， but in th巴 largerembryo with body length of 36 to 
38 mm， though the value of QlO is about the same in th巴 watercolder than 110C， the 
value b巴comesirregular in th巴 highertemperature than 130C. This fact se巴msto 5how 
that the salmon is a kind of cold-water fish. 
614 
サヶ OncorhYllchusketa (WALBAtJM)の卯および仔稚魚の発育に関する研究一一阿部 385 
9. The numb巴rof pulsation is increas巴daccording to the growth of body length 
and the number of pulsation is generally fewer than the number of operculation. 
10. Both the number of pulsation and that of operculation are decreased by the 
water which is mixed with larger amount of supernatant liquor of night-soil digestion 
(C.O.D・， 12 to 13 ppm)， and consequently， the growth rate of the embryo is decreased. 
But the death rat巴 ofthe egg and embryo is decreased by the smaller amount of 
supernatant liquor (C.O.D.， 0.88 to 2 ppm). 
11. Deformed embryos of the chun salmon are observed， namely， two pairs of twin 
embryo， 4'individuals of crookback embryo and 2 individuals of gigantic headed embryo 













1.サケ Oncoγhynchus kela (WALBAUM) 4. ふ化直後の仔稚魚、
今高木f采捕場で捕獲したもの 5.ふ化後2週間
2.採卵受精のため、尾ビレて守党持しているところ 6.ふ化後60日の仔稚魚、
3.ふ化後5日のサケ仔稚魚(ふ化槽内のもの 7.サケの奇形魚、
